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     成功のカギはデータの地産地消！ 

地域・自治体が主体となって進める 

「データ活用による地域創生モデル」のシンポジウムを開催 

     データ開発・活用の第一線有識者たちが最新事例を交えてデータ活用の最新トレンドを解説 

2024年 2月 28日 16時 オンライン配信 

 

     一般社団法人データワークサポート（所在：青森県八戸市、代表理事：大平 透）と三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング

株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：池田 雅一）は、地域創生データワーク協議会と共同で、2024年 2

月 28日（水）にオンラインにて、第 4回地域創生データワークシンポジウム「データ活用による地域創生モデル～成功のカギは

データの地産地消にあり～」を開催いたします。 

 

ゲストに、デジタル庁 オープンデータ伝道師/総務省 地域情報化アドバイザーで、名古屋大学准教授の浦田真由氏、デジタル

庁 審議官の藤田 清太郎氏、北海道庁で実際にデータ活用を進める喜多 耕一を迎え、産学官民連携による観光 DX の推

進の方法や、「地域主体のデータ活用はなぜ進まないのか」というポイントについて議論を深めていきます。オンライン開催で参加

費無料で、登録者には後日アーカイブ動画配信も予定しています。 

 

     【イベント申込ページ】

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_HXuG7vFvREegAQ9LzZQ_Pw#/registration 

 

 

地域における DX推進と就労困難者の課題解決の両立を（開催の背景について） 

     当シンポジウム共催の三者は、地域における DX 推進と就労困難者の課題解決の両立を図るための支援機構「就労支援

データワークプラットフォーム」の構築と普及を進めています。このプラットフォームは、各地域の就労支援事業者が、自治体や企業

にとって必要な各種データ開発に関わる業務（データワーク）を高品質かつ適正コストで請け負えるようにするための支援機構で

す。このようなプラットフォームを地域創生に役立てるため、地域 DX や先進的な就労支援事業の事例や課題の共有と議論をオ

ープンに行う場として「地域創生データワークシンポジウム」を開催してきました。 

報道関係各位 

 

2024年 2月 21日 

一般社団法人データワークサポート 
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「なぜ地域主体のデータ活用は進まないのか」を紐解き、解決の糸口を見つけます！ 

4 回目となる今回のシンポジウムでは、地域創生のためのデータ開発・活用でご実績のある有識者の方々を交えて、主に地域

DX に関わる自治体や企業・団体の方を対象に、地域の特色を活かした DX 施策を地域主体で持続的に進める上での課題と

解決のポイントについて、安心・安全な街づくり、観光振興など、地域の発展に不可欠な「データの地産地消」をキーワードに議論

します。 

 

シンポジウムについて 

【開催概要】 

イベント名：第４回地域創生データワークシンポジウム「データ活用による地域創生モデル ～成功のカギはデータの地産地消に

あり～」 

◆開催日時：2024年 2月 28日(水)  16:00-18:00 

◆開催方法：Zoom ウェビナーによるオンライン開催（ライブ視聴形式。後日録画アーカイブ配信予定） 

◆参加費：無料 

◆共催：地域創生データワーク協議会、一般社団法人 データワークサポート（協議会運営事務局）、三菱 UFJ リサーチ＆コ

ンサルティング株式会社 

◆後援：デジタル庁、一般社団法人スマートシティ・インスティテュート 

◆その他お知らせ： 

 ・社団法人データワークサポート（お知らせページ）： 

  https://www.datawork-support.jp/news 

 ・三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社（お知らせページ）： 

  https://www.murc.jp/news/information/news_240214/ 

 

【プログラム】 

16:00 開会挨拶   大平 透（地域創生データワーク協議会 事務局長、データワークサポート代表理事） 

16:05 講演 「産学官民連携による観光 DX の推進」 

              浦田真由氏（名古屋大学 大学院情報学研究科／情報学部 人間・社会情報学科 准教授） 

16:45 講演 「地域でデータを開発するとは」         

              梅木秀雄（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社、ココロミルラボ室長） 

17:05 パネルディスカッション 「地域主体のデータ活用はなぜ進まないのか」 

              浦田 真由氏（名古屋大学 大学院情報学研究科／情報学部 人間・社会情報学科 准教授）      

              藤田 清太郎氏（デジタル庁 審議官 省庁業務サービスグループ次長） 

              喜多 耕一氏（北海道庁水産林務部 主査） 

              大平 透（地域創生データワーク協議会事務局長、データワークサポート代表理事） 

              梅木秀雄（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社、ココロミルラボ室長）：ファシリテータ 

17:55 お知らせ・閉会挨拶  事務局 大平 透（地域創生データワーク協議会事務局長、データワークサポート代表理事） 

 

※プログラムの内容は予告なく変更となる可能性がございます。 

 

【お申し込み方法】 

1 お申込みページ

（https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_HXuG7vFvREegAQ9LzZQ_Pw#/registration）よ
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り必要事項を記入しお申し込みください。 

2 お申し込み時にご登録いただいたメールアドレス宛に後日視聴用の URL をお送りします。 

 

登壇者ご紹介 

浦田 真由氏 

名古屋大学 大学院情報学研究科／情報学部 人間・社会情報学科 准教授 

デジタル庁 オープンデータ伝道師（2019年 4月-現在） 

総務省 地域情報化アドバイザー（2017年 6月-現在） 

地域・観光・教育等のコミュニティにおける社会的課題を対象に、情報通信技術を活用した社会システ

ム設計および有効性の評価に関する研究を行う。 

 

藤田 清太郎氏 

デジタル庁 

審議官 

省庁業務サービスグループ次長 

国や地方公共団体が利用するガバメントクラウドの整備をはじめ、政府の各情報システムや業務ネットワ

ークの環境改善に従事。 

 

喜多 耕一氏 

北海道水産林務部 主査 

総務省地域情報化アドバイザー 

データ利活用やオープンデータを進めたい市町村等に対して支援を実施。（2023 年度は 2 市町村で

支援）林業専門学校において GISの講師も行っている。 

 

梅木 秀雄氏 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 

コンサルティング事業本部 

ココロミルラボ室長 

AI と共存・協働する人間中心の仕事の創出と社会実装を推進している。 

 

 

 

一般社団法人 データワークサポートについて 

【会社概要】 

社名：一般社団法人 データワークサポート 

本社所在地：青森県八戸市大字廿三日町 39 東奥朝日ワークステーション 

代表理事：大平 透 

事業内容： 地域における DX推進と就労困難者の課題解決の両立を図るための支援機構「就労支援データワークプラットフォ

ーム」の構築と普及 

設立： 2020年 11月 

HP：https://www.datawork-support.jp/ 

 


